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ギ ュンター ・ハ イ ドゥク教授特 別講演 会

デ ュー スブ ル ク大 学(当 時 。200ヨ 年 初 よ リデ ュー ス プ ル ク ・エ ッセ ン大 学 に統 合)経

済 学 部 で,国 際 経 済 政 策 ・地域 統 合 論 を担 当 して い る ギ ュ ン ター ・ハ イ ドゥ ク教 授 ・同

大 学 割 学 長 は,京 都 大 学教 育 研 究 振 興財 団 の助 成 によ り2000年9月 に 京都 大 学大 学 院経

済 学研 究 科 に滞 在 し,渡 邉 ・今 久 保 と の 「NeueraeumlicheDynamik」 に 関 す る 共 同研

究 を推 進 した 。 滞 在 中 の機 会 を利 用 して,同 教 授 に同 共 同研 究 に密接 に関 わ る講 演 を依

頼 し た と こ ろ,同 教 授 は,2000年9月19日 に 経 済 学.会 に て 「Europeanlntegration:

Successes,Problems,Perspectives」 とい う演題 で 講 演 を行 った 、,

講 演 内 容 と して は,EU統 合 政 策 の 成 果 と問 題 点 との 検 証 に 焦 点 が 合 わ せ られ,1999

年 の単 一 通 貨 ユ ー ロ導 入 に 象徴 され る統 合 の 深 化 が 詳 論 され る 一 方 で,東 方 へ の 統 合拡

大 の問 題 点 が 中 ・東 欧 加盟 候 補 諸 国 との 具 体 的 な 交 渉 内 容 を踏 ま えて,検 討 され た 。 さ

ら に,「 下 か ら の統 合 」 と も 言 うべ き,国 境 を挟 む地 域 間協 力 の 原 型 で あ る エ ウ レギ オ

(Euregio)に も.言及 が あ ・〕た 。

と りわ けカ が 入れ ら れた 論 点 は,共 通 農 業 政 策 の現 状 と,そ れ が 抱 える 諸 問 題 で あ っ

た。 これ らが,詳 細 な 農 産 物 費 用 ・価 格 ・補 助 金 構 造 の 分 析 に 基 づ い て 検 討 され た こ と

に よ り,私 た ち は極 め て貴 重 な教 示 を得 る こ とが で きた 。

ち なみ に,講 演 の 数 ヶ月 前 の2000年5月 に,ド イ ツの ヨ シ ュ 方 ・フ ィ ・ソシ ャ… 外 相 が,

ナ ポ レオ ン一 世 以 来繰 り返 され て きた 「ヨ ー ロ ッパ 連 邦 」 の 構 想 を提 唱 した 。 この 発 言

は 、EU統 合 に よ って 「国 家 の ヨー ロ ッパ 」 観 念 が 相 対 化 され て きた こ と を背 景 に した

もの で あ る 。 講 演 後 の質 疑 応 答 に お いて,今 後 この状 況 が 進 展 し,「 ヨー ロ ッパ 連 邦 」

が 実現 す る 可能 性 はあ るか ど うか との問 い が発 せ られ た 。 これ に対 して,ハ イ ド ゥク教

授 は,そ の可 能 性 につ き懐 疑 的 で あ る こ とを率1自:に表 明 し,さ ら に,こ の 文 脈 にお いて,

フ ィ ッ シ ャー外 相 で は な く,ハ ンス ・デ ィー ト リ ッヒ ・ゲ ンシ ャー 前 外 相 で あれ ば,そ

う した構 想 の提 唱 に は慎 重 で あ った ろ う とい う 旨 の,両 者 の 比 較 を行 っ た こ と も,興 味

深 い点 で あ っ た.2004年 に25力 国 に拡 大 す るEUの ある べ き統 治 形 態 を模 索 す る諮 問 会

議 で,新 た にEU大 統 領 制 の 創 設 が 問 題 に な って い る今 日か ら見 て も,ハ イ ド ゥク教授

が 示 した 見通 しは意 味 深 長で あ る。

ハ イ ドゥ ク教 授 は,ド イ ツ やEUの 経 済 政 策 の み な らず,東 ア ジ ア の経 済 発 展 と 日中
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の対外経済政策,と くに国際金融 政策,さ らには欧亜 ・欧米経 済関係,国 際産業関係論

などにも詳 し く,か つその関心 の文 字通 りの 「深化 と拡 大」 が認め られる。今後の同教

授 の世界 を股 にかける国際経 済政 策研究 の進展 が期待 される.

〔今久保幸生 〕

國領二郎教授講演会

2001年4月19日(木),慶 応 大 学 大 学 院 経 営 管 理 研 究 科 ・國 領 二 郎 教 授 を お 招 き し,

「ネ ッ トワー タ と ビジ ネ ス革 新 」 と題 して ご講 演 い た だ い た。 國 領 先 生 は1982年 東 京 大

学経 済学 部 を卒 業 し,同 年 電 電 公 社(現NTT)に 入 社,1992年 ハ ー バ ー ド大 学 で経 営

学 博 士 号 を取 得 し,1993年 慶応 大 学 大 学 院経 営 管 理 研 究 科 助 教授,2000年 回教 授 と して

現 在 に至 っ て い る 。 ・執著 に は,「 オ… プ ン ネ ・ソ トワ一 夕経 営 』(日 本 経 済 新 聞 社,1995

年),rオ ー ブ ン アー キ テ クチ ャ戦 略』(ダ イヤ モ ン ド社,1999年},「 経 営 シ ス テ ムのIT

化 を忘 れ た 日本 」 〔季 刊 エ コ ノ ミ ッ ク スVol.4,東 洋 経 済新 報 社,2001年)等 が あ り,

現 在 の 情 報 通信 産 業 論 ・ネ ッ トワー ク組織 論 か ら軽 営学 を リー ドして い る 。

國 領 先 生 の研 究 に対 す る 関心 の高 さか らか,講 演 会 当 日は 早朝 に もか か わ らず30名 程

度 の 教 官 ・大 学 院 生 ・学 部 生 が 参加 し,非 常 に盛 況 で あ った 。 國 領先 生 は情 報 化 が協 働

構 造 に与 える 影響 を 論 じ,従 来 の 日本 の強 み で あ る 「り一 ン生 産 方式 」 と現 在 日本 企 業

が 直 面 して い る 別 の思 想 「オ ー プ ン ・ア ー キ テ ク チ ャ.」を 鮮 や か に 対 比 して み せ た。

リー ン生産 方式 で は,調 整 能 力 の高 い組 織 形 態 を取 り,統 合 度 の高 い製 品 を作 る ので,

精 密 機 器 や 低 燃 費車 な ど最 適 化 が 重 要 な 分 野 で 強 み を発 揮 す る 。 対 して,オ ー プ ン ・

アー キ テ クチ ャで は,製 品 を相 互依 存 性 の低 い モ ジュ ー ル に分 解 す る こ と に よ っ て,小

さな 会社 が 自律 的 に 開発 した商 品が 相 互 に結 合 す る こ と を可 能 にす る。 そ こで は,全 体

シ ステ ム に 余剰 能 力 が あ る こ とが前 提 と な っ てお り,最 適 シ ス テ ム に は な ら な いが,調

整 の必 要 を下 げ る こ とに よ って,独 創 的 な小 企 業 が 活 躍 す る こ と を可 能 に した 。 こ う し

て,國 領 先 生 は,か って の 日本 企 業 の 強 み が 弱 み に な った こ と を分 析 して み せ た、 そ し

て,プ ロセ スの オ ー プ ン性 とい う ア メ リ カ企 業 の 強 み と プ ロ ダ ク トの 統 合 度 の 高 さ とい

う 日本 企 業 の強 み を ネ ッ ト経 由 で統.合 す る こ との必 要性 を訴 え た 。.

ダウ ンサ イ ジ ン グ ・デ ジ タル 化 の よ うな情 報通 信 ・情 報 処理 技 術 の発 展 は企 業組 織 ・

産業 組 織 ひ いて は マ クロ経 済構 造 を一 変 させ つ つ あ り,國 領先 生 の ミク ロな視 点 か らの

分析 は参 加 した 全 て の もの に,多 様 な応 用 可 能性 に 満 ちた 考 え 方 を与 え た 。

(依 円高 典)
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廣本敏郎教授会計学セ ミナー

2002年6月8日,午 後 ユ時3(》分.から一橋大学 の廣本敏郎教授 を京都 大学へ お招 きして,

「現代管 理会計 論の課題 と役割」 とい う演題 で講演 していただいた。 廣本教授 は,管 理

会計論およ び原 価計算 論に関するわが国有 数の研 究者 であ り,す で に著書r米 国管 理会

計発達史論」森 山書店(1993年),r原 価計 算論」 中央経 済社(1997年)な どをはじめ と

して,多 数の著 書や論文 を公刊 されている。最近 で は,歴 単射研 究 を踏 まえた上で,現

代の管理会計論の諸問題 に深 く切 り込夷でい こうとい う意欲的な研 究 を展 開 されている。

以下,講 演の要点 を示 したもので ある。

1.廣 本教 授 によれ ば,大 規模 組織 の運営 で生 じた間接 費,固 定 費,調 整,コ ン ト

ロールの問題 を解決す るため に伝統的 な管理会計技 法が多数登場 して きた。 これ ら

の事案 からも,管 理会計 を論 じる場合 には,計 算技 法 だけで はな.く,そ の機能 にも

着 目す る必要が ある。近年,新 しい管理会計論が活発 に談論 されて いるが,か つて

会計学会 で話題 になったテーマ 「管理会計 の体系 と本質」が ともす れば,最 近の研

究 では忘 れられている。

2,伝 統 的 な管理会計論 では,「 コン トロー ラは標準 と記録 の管理 者である」 こ と,

そ して 「企業内 の情報 が集 中管理 され る」 ことが核 心 である。CVP分 析,直 接原

価計算,予 算管理,標 準原価計算 な どの伝統的 な管理会計論 は,効 率 的で調整 のと

れた活動 のためのシステムであ り,与 えられた条件 の下 での最適行動 を支援 するシ

ステムであ った。.このため,伝 統的 な管理会計論 は,ま さに安定 した時代 の管理 会

計 であった。

3.最 近 で.は,原 価企 画,活 動 基 準 原価 計 算(ABC),バ ランス ・ス コ ア カー ド

(BSC)な どの新 しい管理 会計が登場 して きた。 これらは,外 部 環境 に適応 した活

動のための システムであ り,無 形資 産の蓄積 と活用 を支援 する システ ムである と特

徴づけ られる。現代 の管理 会計論 は変革 の時代 の管理 会計 である。

4.事 業戦 略 に関 して,サ イモ ンズ(LobertSimons)の4つ の コ ン トp一 ル ・レ

バ ーを取 り上げ られ,そ の1つ である インタラクテ ィブ ・コン ト[1一 ル(対 話型統

制)の 重要性 を強調 された。伝統 的 なシステムで は,戦 略が トップダウンで展 開 さ

れたが,新 しい システ ムでは 「顧 客 ・市場指向シ ステム」であ り,新 旧 システムの

緊張 をバ ランスする必要があ る。 ここか ら,部 下が 「自由な幅 をもって方向 を決め
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る」ための情報提供 システム と 「エ ンパ ワメ ン トの下で部 下の意思 決定 に会計情 報

で働 きかける」影響 システム を考える必 要があるg

5,残 された課題 として は,合 併 や戦略提携 が活発 になる中で,「 不明確 になる組織

の境 界」か ら生 じる会計 問題,さ らに新 ビジネスを創造す るため,「 事業運営 のた

めのシ ステムか ら起 業のためのシステムへ」 を可能 にする管 理会計 論の検 討が望 ま

れる と指摘 された。

セ ミナーでは,レ ジメ と資料 が配布 され,軽 快 な語 り口で講演 が行 われたが,と くに

黒板 を利用 して,具 体 的に計 算 を展 開 された り,分 か りやすい図表 を描 かれて,管 理 会

計の計算 と機能に関 して説明 されたのが,大 変印 象的であ った。本学 および他大学 の学

生,院 生,教 官 およそ20名 がセ ミナーに参加 し,活 発 な議論 を行 って午後5時30分 頃閉

会 した。学 生や院生 はも とよ り,教 官 に も有意義 な講演 であった。廣本教授 の今後 の さ

らなる ご活躍 を期待 する次 第である。

(上線康行)

経済学会特別講演会

2002(平 成14)年12月17日 の 午後,ピ サ 大学 哲 学 部 の テ ィチ ア ー ノ ・ラフ ァエ ッ リ教

授(TizianoRafaelli,UniversityofPisa,Italy)に よ る 特 別 講 演 会 が,総 合 研 究 棟8階

の リフ レ ッシ ュ ル ー ムで 開催 され た。 演 題 は,「 ア ル フ レ ッ ド ・マ ー シ ャル の 進 化 経 済

学 」(AlfredMarshall'sEvolutionaryEconomics)で あ った 。

こ の 講 演 は,教 授 の 最 近 著 ルfarshall'sEvolutionary.EfO"o廊`∫,Routledge,Nov.

2002を 基 礎 と して い て,ふ つ う均 衡 理 論 と して 解 釈 され て い るマ ー シ ャル経 済 学 に つ

い て,進 化 的 な ビジ ョ ンに も とつ く代 替 的 な解 釈 を提 出 す る も の で あ っ た。 教 授 に よ れ

ば,進 化 的 な思 考 様 式 は,〈 世 界一 身 体一2層 レベ ル の 脳 内 活 動 〉 か らな る 心 理 学 的 な

モ デ ル を構 想 して い た 初 期 か ら,経 済 学 者 に な っ て以 降 の 産 業 研 究 に至 る まで,マ ー

シ ャ ルの 生 涯 を貫 く もの で あ っ た。

討 論 で は,マ ー シ ャル の進 化 的 ビジ ョ ンと ダー ウ ィ ンの そ れ と の差 異,マ ー シ ャル経

済 学 を 「準 ・進 化 的」 と した ヴ ェブ レ ンの見 解 の適 否,ケ イ ンズ に お け る進 化 的思 考 の

継 承 の有 無 な どが取 り上 げ ら れ た。

(八木 紀.一郎)


